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1自己評価及び外部評価結果

【事業所概婁（事薫所記入）】

事業所番号 4472300591

法人名 有限会社 後藤企画

専業所名 グループホームやすらぎ

所在地 大分県由布市挟間町吉野1 8 6番地1

自己絆鋒作成日 平成28年3月20 日 騨価結果市町村受理日平成28年5月27 日

置葦深閑監禁言霊二憲芸豊；濫読是認誓クリック’【

評価機鱒名 特定非営利活動法人第三者評価機構

所在地 大分市大字羽星2 1番 1の2 12 チェリス古 国府壱番館 1F

訪問闘 査 日

【事業所が特にカを入れている点・アピールしたい点く事業所記入）】

自由にいつでも虎 や隣の グル ープホーム別 館 に行 ける。外 には四季 折々 の花を植 え利 用者 が 自由に
花を摘み居 室に飾 る事が できる。天 気の 良い 日は草 花を見 ながらおいしい空気を吸い小 鳥のさえず り
や 元気な子供 の声を聞きなが らお茶を楽しん でいます 。利 用者 が貰い物 や外食 を希望 すれ ば可能な
限 り即対応 できる体制 づくりに取 り組 んでいます 。出来 る限 り個 々にあわせ た生活スタイル を中心 に支
嬢を行っている。また重 度化 しても長 年住み 慣れ たグル ープホームで介護を続 け支摸 している事 。また

薬をあまり使 わないケアに取 り組 んでいる事 。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点く評価機関記入）】

旧家の趣きを残しながらグループホームとして改築された本館と、新設の様態の 2ユニットの施設で
す。ドーナツ化現象により急速に人口が膨らんだ市郊外の地域に位置し、鰍 こは小学校、周辺に大学
病院も在ります。恵越しには、庭の花々やテーブル・山の木々を眺める租やかな暮らしがあります。家
虚的な落ち着いた明るい雰囲気の中で安心して安全に暮らせる日常を介護者の使命と志する中で、利
用者の状態の変化に即した環境の改軌 こも邁進されており、看取り介護にも積極的に取 り組んでいま
す。利用者一人ひとりと向き合いながら本人本位の生活を主体に、家族の協力を得ながら、地域の－
鼻として心豊かな充実した日々の暮らしを支える介護に熱心に取り組んでいます。

Ⅴ．サー ビスの 成 果に関 する項 目 （ア ウトカム 項 目）　 ※ 項 即 加 ■一粥 で 日頃の取 り錮 みを 自己点検 したうえで、成 果 について 自己騨 龍 します

項‘ 目
　 取 り 紬 み の 成 果
l 該 当するものに0 印

項 ‘目
　 取 り 組 み の 成 果
1 該当 する項目に0 印

与6

職 員 は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掃んでいる
（参考項 目：23，24，25）

0 1．ほぼ全ての利用者の

1柑

職 員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ

ている
（参考項目凡 10，19）

1．ほぼ全ての家族と
2．利用者の2 ／3 くらいの 0 2．家族の 2月 くらいと

乱利用者の 1伯 くらいの 3．家 族の 1／3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57

利用者 と聴員が、一緒にゆったりと過ごす場面

がある
（参考項 目：18，38）

0 1．毎 日ある

糾

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目ニ2．20）

1、ほぼ毎日のように

2．数 日に1同程 度ある 2．数 日に1回 程度

3．たまにある 0 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58
利用者 は、一人ひとりのベースで暮らしている
（参考項 目：3 8）

0 1．ほぼ全ての利用者が

65

運 営推進会誰を遺して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の
理解者や応接者が増えている
（参考項目：4）

1．大 いに増えている
2．利用者の2 伯 くらいが 0 2．少 しずつ増えている

3．利用者の 1／3 くらいが 3．あまり増えていない
4．ほとんどいない 4、全くいない

59

利用者 は、職員が支援することで生き生きした

表情や姿がみられている
（参考項 目：紙 耶）

0 1．ほぼ全ての利用者が

66
職 員は 、活き活きと働けている
（参考項目：1日 2）

1．ほぼ全ての職員が

2．利用者の2 ／3 くらいが 0 2．職 且の 2／3 くらいが

3．利用者の 1伯 くらいが 3．職 員の 1／8 くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60
利用者 は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項 目：4 9）

1．ほぼ全ての利用者が

67

職 員か ら見て、利用者はサービスにおおむね満

足していると患う

1．ほぼ全ての利用者が

0 2．利用者の2 伯 くらいが 0 2．利用者の2 ／3 くらいが

3．利用者の 1／3 くらいが 乱利用者の 1／さくらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

＄1

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な

く過ごせている
（参考項 目：3 0，3 1）

1．ほ ぼ全ての利用者が

88

職 員か ら見て、利用者の家族等はサービスにお

おむね満足していると患う

1．ほ ぼ全ての家族等が

0 2．利用者の2 ／3 くらいが 0 2．家族等の 2／3 くらいが

3．利用者の 1／3 くらいが 3、家族等の 1伯 くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどできていない

根

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟

な支援により、安心して暮らせている
（参考項 目：28）

0 1．ほ ぼ全ての利用者が

2．利用者の2 ／3 くらいが
3．利用者の 1／3 くらいが
4．ほとんどいない
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事業者名：グループホームやすらぎ

自己静価および外部辞儀轄果　　　　　　　　　　　　　　　〔セル内の改行は、（Altキー）＋（Ent即キー）です。〕

自
己
外
部

項．目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

勘蕊憲謎‡ 　法碕＿二菜 ミ
たこも・＿こぶ、＿Jごン、∴

1 “（芋う0 理念の共有と実践

ミーティング、朝礼時に確隠しあい職員皆に
理念を書き込んだ用紙を漉し全員で理念に
関しての内容に意臓し取り組みをしている。

全職員がr目配り■気配りりむ配り」の絆の大
地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理 切さ把操する中で、職員同士の声かけの中
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して でチームワークを基本とし、利用者の気持ち

実践につなげている を第－に寄り添う支援に励んでいます。理念
は重要事項脱朋義に記載され、家族へ悦明
されています。

2 （2）0 事業所と地域とのつきあい

地域住民の一旦として町内会、自治会に加
入し、地域のお祭り、学校行事にも積墟的に
参加している。

地域の方からの電拝相談や庭での茶飲みタ

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる イムなど、ご近所とのお付き合いの関係作り

よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交 を大切にしています。また、地域の行事（こど

流している もみこし・やせうま祭り等）や小学校行事（運
動会・交流会等）にも積極的に参加していま
す。

3 0 事業所の力を活かした地域賞献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

地域の中で研修や会合に参加し、駄知痘ケ

アの啓発に取り組んでいる。また随時、地域
の方々から認知症の相談も来訪や電話で受
け付けている。

4 （3）0 運営推進会議を活かした取り組み 草葉所内に意見箱の設置を行い参加以外 推進委員会への、現況の把握・地域に根付
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評 のメンバーからも聞きだせるよう行っている。いた相互の関係づくり、相互のコミュニケー
価への取り組み状況等について報告や拝し合い また前回の推進会護で取り上げられた検討 シヨンづくりに努めている様子が伺えます。会
を行い、そこでの意見をサービス向上に活かして 事項は経過を拝し合いながらすすめてい 譲では『地域に根ざした施毅の在り方』等に
いる る。 ついても、見解を深めています。

5 （4）0 市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝え
ながら、協力関係を築くように取り組んでいる

市町村に対し積極的に相談事項等を発信し
考え方や実態を相談しながらサービスの質
の向上に取り組んでいる。

地域に根ざした役立つ施設へ前進する事を
志士として、市町村との相互の関係作りに取
り組んでいる様子が伺えます。

管理者は、地域施設の特性や地域性

と施設のニーズ、住民の意向・動向等
を見極めながら、行政の視点からのア
ドバイスを大切にした取り組みを実践
しており、更なる賞の向上に期待がも
たれます。

6 （5）0 身体拘束をしないケアの実践
利用者が外出しそうな様子を察知したら止

「身体拘束排除皇宮」が定められ、全職員の

代表者および全ての職員がr介指定基準における 周知が図られる中で、職員相互の気づきの

禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解して めるのではなく、さりげなく声をかけたり一緒 大切さを理解しており、さり気ない声かけ（楽

おり、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケア について行く等、安全面に配慮し自由な暮らしみの提供）を通して利用者の心に寄り添う

に取り組んでいる しを支えるようにしている。 支援・身心の拘束を排除するケアの実践に取
り組んでいます。

7 0 虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待肪止関連法につい ミーティング時に虐待の事に触れ、拝し合い
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で を持つとともにプリントを作成、配布して菅で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払い、
防止に努めている

防止する書に努めている。
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事業者名：グループホームやすらぎ

自
己
外
部

項　 目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

8 0 権利擁腱に関する制度の理解と活用
管理者や随員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と挿し合い、それらを活用できるよう支
援している

勉強会を開き職員の理解を深めるようにし
ている。また社会福祉協騰会等が主催する
成年後見制度の研修があれば参加してい
る。

9 0 契約に関する艶明と納得 時間をとって丁寧に悦明している時に利用
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者 料金や起こりうるリスク重度化や看取りにつ
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な税明を いての対応、医療連携体制の実際などにつ
行い理解・納得を囲っている いては詳しく説明し同意を得るようにしてい

る。

10 （6） に　　　 灯用　　　　　　　 の反
ごま族には電緒、手紙、訪問時に何でも

全職員で、利用者一人ひとりの思いを尊重し
た支援の実践と現状の把握に努めていま利用者や

　　　 ヽ
家族等が意見、要望を管理者や職員な

らぴに外部者へ表せる機会を放け、それらを運営 言ってもらえるような雰囲気作りに留意して す。その上で、家族への情報提供の一本化

に反映させている いる。出された意見、要望等はミーティング

で惜し合い反映させている。

を目的として、管理者が中心となり家族との
対応（現状報告や希望・要望・意見等の把
握）に取り組んでいます。

11 （7）0 運営に関する職員意見の反映
ミーティング、勉強会、個別面談などで意見

全職員の学びの姿勢を大切にした取り組み

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や （本・DV D の設置と感想文の操出）により、
提案を聞く機会を設け、反映させている を聞くようにしている。また日頃からコミュニ

ケーションを図るよう心がけ問いかけしたり
聞き出したりするようにしている。

個々の職員の目標に添ったスキルアップを支
援しています。調和的で友好な職員関係を基
盤に、『気配り・目配りの支援による介維資質

の向上』に努めています。

12 0 就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、鎗与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

代表者も頻繁に現場に来ており利用者と過
ごしたり個別職員の業務や悩みを聞きだし

ている。また向上心を持って肘 ナるよう職能
評価を行っている。

13 0 職員を育てる取り組み 事業所外で開催される研鰍 二はなるべく職
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際 員が受講できるようにしている。また報告雷
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の を作成し皆で共有できるようにしている。働
確保や、働きながらトレーニングしていくことを進め きながら介助方法など、その都度教えてい
ている る。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機 関連の事業所や同時期に開所した事業所な
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問 ど定期的に学習会や交流を持つことにより、
等の活動を通じて、サービスの質を向上させていく
取り組みをしている

サービスの質の向上を目指している。
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事業者名：グループホームやすらぎ

自
己
外
部

項　 目
自己絆価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

粧ぷ瑚緑 弓溺 ；二騒去愴瞑ノ牧紀j・鷺専 制 薫整甘・′

15 0 初期に築く本人との償頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、賽望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

サービスを利用する事前に数回お会いし本
人の状況を把握し償無関係をつくる事につ
なげ不安を受け止め安心してもらえるような
関係作りをしている。

16 0 初期に築く家族等との償額関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

家族の状況を把握する事によって苦労やこ
れまでのサービス利用状況が理解でき家族
が求めていることに対し今後のケアサービス
の中に取り組んでいる。

17 0 初期対応の見極めと支援 相談時に本人、家族の実情や要望をもと
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ こ、その時点で何が必要かを見極め事業所
の時Jまず必要としている支接を見極め、他の として出来る限りの対応に努めるとともに場
サービス利用も含めた対応に努めている 合によっては他事業所、支援センターにつな

げる対応を行っている。

18 0 本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

一緒に過ごし学び支えあい、利用者は人生
の先輩であるという考え方を職員が共有して
おり利用者からいたわってもらったり励まし
てもらう場面を自然と作り出している。

19 0 本人を附 こ支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

利用者の様子や職員の思いをきめ細かく伝
え家族と職鼻の思いが徐々に重なり本人を
支えていくための協力関係が築ける事が多
くなっている。

20 （8）0 馴染みの人や塀との関係継続の支援
今までの延長線上であるよう知人や友人に

馴染みの関係の維持継続は、家族の承諾の
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所 もとで轟かれています。離島は、利用者一人

との関係が途切れないよう、支援に努めている 会いに行ったり肋間して頂けるよう電話や手
紙で遮格をとりもち、つながりを継続できるよ
う支援している。

ひとりの思いに寄り添いながら気づきの心で

捧する姿勢が大切である事を周知する中で、
日常的な取り組みとして、つながり保持の支
援に努めています。

21 0 利用者伺士の関係の支援 個別に階を聞いたり相鰍 このったり、皆で楽
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ しく過ごす時間や気の合う者同士で過ごせ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような る場面づくりをし、利用者同士の関係がうま
支援に努めている くいくように職員が調整役となり支援してい

る。
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事業者名：グループホームやすらぎ

自
己
外
部

項　 目
自己評価 外部評価

集践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

22 0 関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの開 他の事業所へ移られた方も定期的に訪問し
儀性を大切にしながら、必要に応じて本人・蛮族 たり、また家族の方とはメールや電緒でやり
の経過をフォローし、相談や支援に努めている とりし継続的な関わりを大切にしている。

雪雲〔；べ、さ錘．釦．■・ノ∴、＿凱しこが・ノ■藍筆法綴 灘 溶 融 溶 媒管汚牽 肇賢覧・・咲茂領 才ト

23 、（旨さ0 思いや意向の把撞 できるだけ本人の意向に答えるために日々

のコミュニケーションを園る中で常に選択で
きる様に心掛け、また表情からの真意を察し
たりしている。意思の疎通が困難な方は家
族などから情報提供を得ている。

一人ひとりの利用者が「何を大切にされて乗

一人ひとりの患いや暮らし方の希望、意向の把種 たのか・今、何を患い・何がしたいのか等」

に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し 折々の思いに気付ける職且の姿勢を大切に

ている しています。積極的な家族の協力を得なが
ら、より利用者の思いに添える支援の実践に
取り組んでいます。

24 0 これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環 利用時には、自宅を訪問し本人との関係者
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努 から聞き取りを行い本人からも、どんな生活
めている をしていたのか会稽を通し情報を得ている。

25 0 暮らしの現状の把堪 食事、睡眠、排泄の時間など1日の中で、ど
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する のような体調変化があるかなどを理解し必
力等の現状の把握に努めている 羊な時は、職員間で博し合い本人のできる

可能性を感じ取り一人一人の全体像を把握
している。

26 （10）0 チームでつくる介護計画とモニタリング 全体会線で課題となっているケアについてス
タッフ会見で拝し合いケアを作り上げてい
る。また家族、本人からも日頃の関わりの中
で家族、本人の思いを全体会線などで反映
させ介護計画の作成をしている。

rN 式老年専用日常生活動作（能力）評価尺

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方 虔」を取り入れており、職員間での情報の共

について、本人、家族、必要な関係者と挿し合い、 有も図られています。利用者の思いの反映・

それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即 心身の状態と支援の状況、家族の要望，職員

した介護計画を作成している の意向が全職員で協議され、計画の策定が

行われています。

27 0 個別の記録と実践への反映 個別にファイルを用意し食事、水分量、排泄
日々の様子やケアの実践・結果、気づきゃ工夫を 等、身体的状況および日々の暮らしの様子
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら や本人の言葉、エピソード等を舵録してい
実践や介護計画の見直しに渚かしている る。いつでも職員が確認できるようにしてお

り勤務開始前の確認は義務付けている。

28 〇一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ 本人、家族の状況に応じて通暁や送迎等、
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟 必事な支援は柔軟に対応し個々の満足を高
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる めるように努力している。
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事業者名：グループホームやすらぎ

自
己
外
部

項　 目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身のカを発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

馴染みのボランティアの来訪や訪問理容の
来駄 隣の小学校の教育の一環として小学
生が利用者と交流できる場面作り行ってい
る。

30 （11）○かかりつけ匿の受診支援 事業所の協力医のほか、利用前からの、か 協力医療機関やかかりつけ医への通院介助
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得 かりつけ医での医療を受けられるよう家族と など、利用者や家族の希望にそって支援をし
が得られたかかりつけ匿と事業所の関係を築きな 協力し通暁介助を行ったり肋間診療に来て ています。協力医の往診もあり、緊急時には
がら、適切な医療を受けられるように支援している もらったりと複数の医療機関と関係を結んで

いる。

医師、看護師の連携が園れており、迅速な対
応を行っています。

31 0 看捜職との協働
介捜戦は、日常の関わりの中でとらえた情報や丸
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受
けられるように支援している

体調や些細な表情の変化を見逃さないよう
早期発見に取り組んでいる。変化等に気づ
いたことがあれば、直ちに看護師に報告し
適切な医療につなげている。

32 0 人退院時の医療機関との協働

利用者が入院した除、安心して治療できるように、

入暁時には本人への支援方法に関する情
報を医療機関に提供し頻繁に職員が見舞う

又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係 ようにしている。入鹿によるダメージを紡ぐた
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、 め医師と持しをする機会を持ち事業所内で

そうした場合に備えて病院関係者との関係づくりを の対応可能な段階でなるべく早く退院できる

行っているh ようにアプローチしている。

33 （12）0 重度化や終末期に向けた方針の共有と支援 本人の気持ちを大切にしつつ家族と押し合

い利用者が安心して終末期を過ごしていけ
るように取り組み急変の際は、すぐに対応で
きるように医療機関とも密に連携を図り対応
している。

契約時に重度化や終末期について対応指針
重度化した場合や終末期のあり方について、早い を説明し、家族と意思確認の文書を取り交わ
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所 しています。実際に看取りを行う場合は、細
でできることを十分に晩明しながら方針を共有し、 かく脱明し、職員、家族、医師がチ一・となり家
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んでい 族や利用者の望む支援ができるよう努めてい
る ます。

34 0 急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
長は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

ミーティングや時間の合間をみて想定した状
態で体験、体得できるよう努めている。

35 （13）0 災書対策

火災や地耳、水音等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につけると
ともに、地域との協力体制を築いている

消防署の協力を得て避難訓練、消火巻の便 年2～3回自治会も参加して、避難訓練を行っ 近隣には単身者アパートが多く、協力

い方の訓練指導を定期的に行っている。ま ています。消防への緊急通報システムとスプ を依頼するのは困難なところがありま

たマニュアルも作成し備蓄晶も準備してい リンクラーを放置しています。夜間や地震に すが、自治会を通し緊急時の協力の
る。施牧内の全居室にスプリンクラー設置。 対する訓練の必要性を紘緻しています。 呼びかけを期待します。
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事業者名：グループホームやすらぎ

自
己
外
部

項　 目　　　　 l 自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

膏　 ノ‾ふ∴　、てし、丹心′肋 黒目井村 選鉱藁 に据登 藩・fl：一説 描 軽 減 裏 勘

3＄ ぞ弓言う〇一人ひとりの尊重とプライバシーの確保 援助が必要な時も、まずは本人の気持ちを

大切に考えてさりげないケアを心がけたり自
己決定しやすい言葉かけをするように努め

ている。

個人情報の瀾洩には、十分配慮しています。支
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを 様が必叢な時は本人の気持ちを大切にし、さりげ
損ねない言葉 かけや対応をしている なくケアするよう心掛けています。特に日頃の言

葉かけ、入浴、排泄時は耳元で誘導する等気配
りがされています。

37 0 利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

日頃、利用者と関わる中で利用者の希望、

関心事、時好を見極め複数の選択肢などを
桟来し、一人一人が意思決定をできるように

場面づくりをしている。

38 0 日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一

人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

基本的な 1 日の生活リズムの流れは作って

いるが時間を区切った過ごし方はしていな

い。また貰い物や散歩等一人一人の状態や
思いに配慮 しながら柔軟に対応している。

3 9 0 身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように 本人のこだわっているスタイルや色を把握

支援している し、その人らしさを保てるような手伝いをして

いる。

40 く15）0 食事を楽しむことのできる支援 出来る範囲を皆で協力しながら食事作りをし

ている。また片付 け等も一考酎こ利用者と行っ
て食事を1日の大切な活動のひとつとしてい
る。

メニューは四季折々の旬の味を活かした料

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み 理を考え、利用者の好物を取り入れるように
や力を活かしながら、利用者と職員が一線 こ準備 作っています。配膳、食器を拭く、おやつを作

や食事 、片付 けをしている る等の協力もあり、食事をつくる音、匂い等五
感で楽しんでもらっています。

4 1 0 栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣 に応

じた支援をしている

食事や水分の摂取状況を毎 日チェックし個

別の残食量等も記録して、おお書かに栄養
摂取量を把握 し職員が情報を共有してい
る。

4 2 0 口腔 内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

毎食後、歯磨きへの声掛け誘導し個々のレ

ベルに応 じて行っている。また夕食後は入れ
歯いれで預かり週一回のポリデントで洗浄し

ている。
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事業者名：グループホームやすらぎ

自

己

外
部

項　 目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

4 3 （16）0 排泄の 自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり 排泄チェック表を使用しパターンを把握 し、
チェック表で排泄のパターンを把握し、声掛

けによる誘導を行っています。自尊心 に配慮
し、利用者の様子から察知しトイレでの排泄
の支援を行っています。

便秘予防に繊維のある食材や、散歩

等の運動を取り入れていますが、身体
機能の向上も含めリハビリを取り入れ
ることを期待します。

の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで なるべくトイレの排泄 が出来るようにしてい
の排泄や排泄の自立にむけた支横を行っている る。

44 0 便秘の予防と対応 日中の水分補給に心がけチェックシートを用
便秘の原田や及ぼす影響を理解し、飲食物のエ いて個々の便の習慣を把握している。またト
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取 イレ膀導時に腹部マッサージをしている。硬
り組んでいる 健になりやすい方に対しては酸化マグネシ

ウムを使用し便が出やすいようにしている。

4 5 （17）0 入 浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を 本人の思いを最使先にし入浴したい日、希
入浴に関しては希望を優先し、柔軟な対応を

しており、健康状態を考慮しながら支嬢をして
います。カボス湯、ユズ湯等入浴の楽しみも
提供しています。

楽 しめるように、職員の都合で碓日や時間帯を決 聾する日に、または時間外の入浴に関して
めてしまわずに、個々にそった支嬢をしている も柔軟な対応で支援している。

4 6 0 安 眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息 したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援 している

なるべく日中の生活活動を促し生活リズムを

整えるよう努めている。また眠らない時には

添い寝したり温かい飲み物を飲みながら、お

しゃべ りをするなどして配慮している。

4 7 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の 目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確級に努めている

服薬ファイルを作成し経でも目が遺せるよう

にしている。また新しい薬を服用する時など

は目的や注意 すべき事などを職員に拝 し申
し送りノートを活用している。

4 8 ○役割、楽しみごとの支援 得意分野で個々の力が発摘できるような、お

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、－ 願 いできそうな仕事を撮み感謝の青葉を伝
人ひとりの生活歴や力を活かした役割 、嗜好品、 えるようにしている。また日々の中でその人
楽しみごと、気分転換等の支援をしている に沿った楽 しみや役割を見つけられる様に

職員同士で共有し支援につなげている。

4 9 （18）0 日常的な外出支援

一人ひとりのその 日の希望にそって、戸外に出か 天気、本人の希望や気分に応じて季節を肌 天気の良い日には、庭で草花を観賞しながら
けられるよう支援に努めている。又、普段は行けな で感 じてもらい心身の活性につながるよう日 お茶や食事を楽しんでいます。又少人数で外
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族 や 常的に散歩、買い物あるいはドライブに出か 出をしたり自宅を見に行くなど、希望に応じて
地域の人々と協力しながら出かけられるように支

援している
けている。 買い物等の支援を行っています。
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事業者名：グループホームやすらぎ
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項　 目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

50 ○ お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し 家族の協力を得て本人が財布を持って買い
ており、一人ひとりの希望やカに応じて、お金を所 物に行く時には本人が支払いが出来る様支

持したり使えるように支嬢している 撰している。

5 1 0 電拝や手紙の支援 手紙やハガキがいつでも書け出せる様に
家族や大切な人に本人自らが電蹄をしたり、手紙 ホームでも用意している。また年末は年賀状

のやり取りができるように支援をしている を希望する皆で作成している。電棺は子機

を四台用意 し、いつでも使えるようにしてい

る。

52 （柑）0 居心地のよい共用空間づくり

茶碗を洗う音、ご飯の炊ける匂い、季節を採

り入れた草花や食べ物をさりげなく共有空間

に置き、五感や季節感を意緻的に採り入れ
る工夫をしている。

ホールの中にはソファーが幾つも置いてあり、

の　　　　　　 下　　　　　　　　 ・h 歩き疲れた利用者が座れるよう配慮していま

す。底に咲いた花をホールや居室に飾り四季童 、　　　 　ヽ 　ヽ 　ヽ 　ヽ ヽ
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま

ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな を感じています。趣味の物を壁に貼る小ゲル

いように配慮 し、生活感や季節感を採り入れて、 －プができ、挿す空間一人になりたい時の空

居心地よく過ごせるような工夫をしている 間があり兼しく笑顔でいてもらうための工夫を

しています 。

53 0 共 用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用室間の中で、独りになれたり、気の合った利 食堂やベランダにソファーや椅子、テーブル

用者同士で思い思いに過ごせるような居場所のエ を用意し仲の良い利用者同士で、くつろげる

夫をしている ようスペースを作っている。

54 （20）0 居 心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談 入居の除、本人が使い慣れたベッド、タン
自宅との違いによる不安やダメージを最小限

にするための環境作 りとして、馴染みの家
具 、家族の写真等を置き、居心地よく暮らせ
るよう個別に支援をしています。

しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし ス、椅子など好みの物を取り入れて本人が

て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい

る

居心地良く生活できるようにしている。

55 〇 一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内軌 ま一人ひとりの rできることJ「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活

が送れるように工夫している

風呂、トイレ、廊下などには手すりを設置し

自立歩行の安定を図っている。
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